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開会 午後２時00分  

開会の宣告 

○ 教育長（篭橋義朗君） 令和２年第10回の教育委員会会議を開催いたします。 

 定足数につきましては、過半数を満たしておりますので、この会議、成立するという

ことを申し上げて開会したいと思います。 

 それから、一つ、教育長職務代理者の指名ということで、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律第13条２項で、教育長に事故あるときまたは教育長が欠けたとき、あら

かじめその指名する委員がその職務を行うことになっているということで、教育長の指

名によります。 

 慣例によりまして、10月１日から４年目委員の伊藤さんにお願いをするということで

すので、よろしくお願いします。 

 

前回会議録の承認 

○ 教育長（篭橋義朗君） それでは、前回の会議録の承認です。 

 ８月に開催した第９回の教育委員会会議の会議録です。 

○ 教育総務課長（石原雅行君） 特に変更ございません。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 変更なしということですので、よろしくお願いします。 

 

教育長報告 

○ 教育長（篭橋義朗君） 教育長の報告につきましてですが、第３回定例会（９月議

会）、これは８月24日に開会しておりますが、開会日に、９月30日付をもって任期が

満了となる生駒委員の後任として、広見在住の長井知子さんが議会の同意を得て任命

をされたということでありますので、御紹介をいたします。 

 それから、９月28日にこの議会が閉会して、教育委員会に関しては、教育委員会にい

じめ重大事態調査委員会を設置する可児市子どものいじめの防止に関する条例の一部改

正や補正予算が可決されました。また一般質問も行われましたが、これはまた御紹介を

していきます。 

 短かった夏休みですけれども、これらが終わって、各学校が８月の第３週から再開を

いたしました。熱中症等心配されましたが、一件もなく、去年と比べると本当に熱中症

については何事も起こらなかったなあということで、各学校の努力の成果が現れている

なあということを思った次第であります。 

 それから、新型コロナウイルスで広見小学校、旭小学校が休校になりまして、３日間

休校をさせていただきました。幸いほかの子供たち、関係者や先生等については全員陰

性が確認されましたので、即座に再開をいたしました。これも一つ一安心したというこ

とで、まだ今まで、このところは学校の中でのウイルスの感染というのはないという状

態が続いております。これも学校の先生方の努力であるというふうに思っております。 

 それから、８月31日に待望の第２ばら教室ＫＡＮＩが始まりました。広陵中学校の１

室を借りて始まりましたが、子供の数は８名でスタートしました。これまでの定員オー

バーの状態を解消するためということでありますが、この時期、いっときのことですけ

れども、この時期の情勢により、新しい外国人の方はなかなかみえませんので、数は少
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なく発足をしましたけれども、これからの可児市、またはこれからの岐阜県、日本の労

働者の人口も減っているということなので、今後も教室については特に必要度の高い施

設になるということを思っておりますが、めでたく開校をしたことを報告しております。 

 主なことはこのようなことですが、また御心配をかけている修学旅行につきましては、

可児市の対応としては、教育委員会として、県の指導によりまして宿泊は自粛して、日

帰りまたは中止ということを学校に指導させていただきました。結果としては、小学校

が中止、中学校が日帰りということで修学旅行の件が決まっております。いろいろな校

長先生にお聞きしましたが、保護者からの要望とか、御意見等については一切なく、了

承をしていただいているという話を聞きまして、皆さん意識が高く、このコロナ禍を過

ごしているんだなということを思った次第であります。 

 今後も運動会の縮小とかいうものについては、学校長の権限でそれぞれの学校が考え

てくれておりますので、子供たちにとって、いい思い出になるような学校の活動をして

くれるように、学校長にはお願いをしているところであります。 

 

教育委員報告 

○ 教育長（篭橋義朗君） それでは、報告は以上といたしまして、各教育委員の報告

に入りたいと思います。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 改めまして、こんにちは。 

 先ほども教育長が言われておりましたが、非常に残念なことですが、広見小学校と旭

小学校でコロナが発生してしまいました。家族間での感染ということでしたので、全員

陰性というような結果にはなりましたが、非常に現場は混乱しておったように聞いてお

ります。 

 その後に、広見小学校と旭小学校の校長先生にはお話に伺いましたが、広見小学校の

場合ですと、学校の校庭で、広見小学校と幼稚園のＰＣＲ検査を同時に行ったというよ

うなふうに聞いております。検体数も多いですし、いろんなやり方というのがあったそ

うですが、実は今渡北小学校、蘇南中学校が前回そういったＰＣＲ検査を受けたという

のがありまして、そういったところの校長先生がいろんな資料を広見小学校と旭小学校

にすぐ送っていただいて、こういうふうにやったほうがスムーズになるんだよというよ

うなマニュアル的なものを送っていただいたそうです。それによって、スムーズにＰＣ

Ｒ検査を行うことができたと報告は受けております。 

 先生方も本当に初めてのことですし、保健所が主体ではやられるそうなんですが、ど

ういうふうにやったらいいかというのが分からなかったそうですが、そういったものが

あることによって順番にできたということを聞いております。 

 旭小学校も、同時にそういったものを参考にしてやられて、校長先生はまたそれをさ

らに文書化して、またそういったマニュアルを作って、校長会のほうに、皆さんで利用

できるような形にしたということですので、やはり我々もコロナというものがどういっ

たものか分からないし、ＰＣＲ検査というものがどういったものか分からないですが、

そういった経験の中で、そういうやり方とか、マニュアルを作っていかれておる横のつ

ながりが、今校長会のほうでやっていただいておるので、スムーズに検査が終わり、ど

ちらも３日間の休校で済んだように聞いております。 
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 ただ、私、地元の教育委員として、当初最初のときに、広見小学校は３日間、旭小学

校は２日間というようなすぐメールでの連絡があったそうです。そういった場合に、ど

うして日にちの差が、同時にあったのにあるのかという問合せのお電話が少しあったの

で、次の日にちょっと確認には行きましたが、やはりその辺のことも、最初にある程度

は決めておいて、保護者のほうに混乱が起きないように、短くなる分にはそれほど問題

はないと思うんですけど、長くなると、やはりいろんな家庭の事情とか、いろんなこと

があるので、一律３日、最低３日みたいな話で御連絡していただくと、そういった混乱

が起きなかったのかなというふうに思っております。 

 さらに、もう一つ言わせていただくと、旭小学校は急遽ＰＣＲ検査が早く終わったと

いうことでしたが、次の日の昼食の用意が、学校給食センターのほうも急な開校でした

ので、間に合わないということでしたので、給食の提供ができずに、午前中の授業で終

わったということもありますので、そこら辺も少し今後の課題として、いろんな意味で

マニュアル作りをしていっていただくと、少し混乱が抑えられるんじゃないかなという

ふうに思っておりますので、今後のこれは課題として残していっていただいて、考えて

いっていただけるといいかなというふうに思います。以上です。 

○ 教育委員（伊藤小百合君） こんにちは。よろしくお願いします。 

 先ほど教育長からもお話がありましたけれども、９月11日に、広陵中学校に開設され

た第２ばら教室を見学させていただきました。 

 先ほども話がありましたけれども、現在８人、当日は２人の子がそれぞれの学校で生

活をしているということで、６人の授業を見せていただきました。やっぱり人数が少な

いということもあって、１対１、２対１、３対１ということで、本当に少人数で、ボー

ドとか、パーティションとかで仕切ってあるんですけれども、授業の様子を見せてもら

ったんですけど、とてもきめ細やかな指導がされていて、今の受けている子供たちは、

とても体制としてはいい状況で受けているんだなというのを感じました。 

 また、中学校の中に設置されているということで、授業の始まりとか終わりがチャイ

ムで合図がされるので、最初は何かそれがとても子供にとっては新鮮だということで、

学校に戻ったときにも、そういうのに慣れた状態で戻れるので、いいなというのは感じ

ました。当日行ったときには、あさって、10月２日に修了式を行うという話を聞いてい

まして、その後は今のところ３名が追加で新しく入るということでした。以上です。 

○ 教育委員（丹羽千明君） こんにちは。 

 会議、行事等はございませんでしたけれども、報告させていただきます。 

 ８月27日に、今渡北小学校において水道設備が故障となりました。登校して、すぐま

た９時20分に一斉下校というふうになりました。手洗いもできませんので、一斉下校を

したのはよかったと思いますが、大変混乱はいたしました。先生方が一生懸命保護者に

連絡ということで、最善を尽くされたと思いますが、そういった混乱の中でも、またい

い訓練だったと。事故もなかったので、よかったですけれども、いい教訓としたらいい

かなと思いました。 

 それから、私は今渡に住んでいまして、蘇南中だよりと今渡北小だよりを月初めに楽

しみにしているんですけれども、コロナに感染したというのが判明した女子生徒がいた

わけですけれども、それに対して蘇南中学校はどんなスタンスで対処したかというよう
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なことが書いてありまして、集団と個を両方守り切らなくてはなりませんというのが書

いてあります。大変熱の籠もった文章でしたので、分かりやすい文章ですので、また御

一読いただければと思いましたので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○ 教育委員（小栗照代君） こんにちは。 

 行事などは何もなかったんですけれども、我が家は東明小学校の近くなんですが、子

供たちが毎日コロナの前のように元気に登校している姿を見ると、子供たちもコロナの

休みが明けて、楽しく学校に通えてきているのかなということが見てとれる気がします。

今日もお昼休みに大勢がグラウンドに出て、みんな遊んでいるので、子供たちは今はも

うコロナは関係なく、一生懸命遊ぶことに専念できて、いい環境だなあと思いながら拝

見させていただきました。 

 同じく東明小なんですけれども、私は読み聞かせのボランティアに入っていまして、

ずうっとコロナになってから中止になっていたんですが、連絡が来まして、10月から開

始しますということになりました。いよいよ外部のボランティアの方が入って、小学校

のほうにも参加させていただけるという状況になりまして、子供たちに喜んでいただけ

るのを大変楽しみにしているのと同時に、先生方も外部の方を入れるというのは多分今

まで以上にいろいろな御苦労があるのかなというふうに思いますけれども、メンバーも

一同で感染予防をしっかりして、子供たちのためにまた一生懸命読み聞かせをやってい

きたいなというふうに思っております。以上です。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ありがとうございました。 

 今出た御意見、また感想等について、事務局においてはこれを反映して、さらに活動

していくようにお願いをしたいと思います。 

 

議事 

○ 教育長（篭橋義朗君） それでは、議事に入ります。 

○ 事務局長（纐纈新吾君） それでは、議案書を御覧ください。 

 表紙の裏側の目次のとおり、本日は報告が１件、議案が４件でございます。 

 まず、報告第６号 教育に関する予算の意見について（令和２年度可児市一般会計補

正予算（第５号））、これは９月議会に補正したものの中身に関わるものを改めて報告

するものです。 

 議案第32号 可児市学校給食センター運営委員会委員の解嘱及び委嘱について、議案

第33号 可児市教育委員会いじめ重大事態調査委員会規則の制定について、これは先ほ

ど教育長から御紹介がありました条例の改正に伴って設置を予定している調査委員会に

関わるものになります。 

 議案第34号 要保護及び準要保護児童生徒の認定について、議案第35号 職員の人事

処分について。 

 以上でございます。よろしくお願いします。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 本日の議事５件ですが、このうち、議案第34号 要保護及

び準要保護児童生徒の認定について及び議案第35号 職員の人事処分について、その

他の児童生徒校内事故、問題行動、交通事故等の記録についてに関しては、個人情報

やプライバシーに関わる情報のため、教育委員会会議規則第14条の規定により非公開
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といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕  

 異議ないようですので、以上については非公開といたします。 

 それでは、報告第６号 教育に関する予算の意見について（令和２年度可児市一般会

計補正予算（第５号））を議題といたします。 

○ 教育総務課長（石原雅行君） 議案書の１ページを御覧ください。 

 報告第６号 教育に関する予算の意見について（令和２年度可児市一般会計補正予算

（第５号））。 

 教育に関する予算の意見について、次のとおり専決処分したので、これを報告し、承

認を求める。令和２年９月30日提出、可児市教育長 篭橋義朗。 

 記、専決処分書。 

 可児市教育長に対する事務委任規則第４条第２項の規定により、次のとおり専決処分

する。令和２年８月19日専決、可児市教育長 篭橋義朗。 

 記、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第29条の規

定により、令和２年度可児市一般会計補正予算（第５号）について市長から意見を求め

られたので、異議がないものとする。 

 これは、令和２年８月17日、前回の教育委員会会議になります。こちらで開会しまし

た議案第25号で、市長から意見を求められ、異議がないものとして御承認いただいたも

のでしたが、一部削除しまして、教育に関する予算の意見について専決し、補正予算で

計上したため、承認を求めるものです。 

 別紙、今お配りさせていただいたものです。 

 旧・新と記したＡ４横を御覧ください。 

 左側の旧が、前回の教育委員会会議のときの金額です。中段の太字の部分ですが、小

学校管理一般経費に2,300万円と記してありました。これは、令和３年度と令和４年度

に導入予定の大型モニターを前倒し、購入したいと説明させていただいたものです。 

 ところが、補正予算案提出直前に、大型モニターの大きさが55インチでは小さいとい

う意見が学校現場などから出ました。検討をしました結果、９月補正予算案からは取り

下げ、再度検討を重ねまして、12月の補正予算案に計上したいと考えているということ

です。二、三年前に検討し、教育委員さんにもこの視察などにも行っていただいたとこ

ろですが、当時はこの55インチというのは標準であったのですが、今は65インチという

のをほかの市町村が購入しているというところが結構あります。そのために、このよう

なことで再度検討させていただくということにさせていただいたものです。 

 これらからですが、議案書の２ページにちょっと戻っていただきたいと思います。 

 このようなことから、中段の小学校費、学校管理費の補正額はゼロとなり、一番上の

教育費の補正額は、前回より2,300万円減少し１億7,913万3,000円、補正後予算額は60

億4,729万2,000円となりました。以上です。 

○ 教育長（篭橋義朗君） これについて御意見、御質問ございますでしょうか。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 今、55インチでは小さいというお話が出てきたからとい

うことでしたけど、現実的にそれでいくと、それより大きいモニターにするという考

えですよね。それで、65インチとか70インチとかという大きいものになれば、当然予
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算も上がってくることですし、そうなってくると、自由自在に大きさを変えられるプ

ロジェクターも、そういった中の予算的な部分でいくと、視野にも入ってくるんじゃ

ないかというふうには考えますけど、いかがでしょうか。 

○ 教育総務課長（石原雅行君） 今、研究所のほうで研究してもらっています。 

 一応モニターで考えてもらってはいます。モニターの65インチということで。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 多くのところは55インチで既に入っていたり、予定したり

しています。ただ、65インチが入っているところもあるので、美濃市が入っていて、

ちょっと見に行ってきたんですけど、そりゃあいいに決まっています。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 65インチだと、大体今のホワイトボードぐらいになりま

すか。 

○ 教育委員（丹羽千明君） いやいや、そこまで大きくない。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） もうあと一回り小さいですか。 

○ 教育長（篭橋義朗君） そこまではいかないですね。 

 ですから、ほかの市町村よりも大きいのにしたいと。少しでも。その辺のところで財

政のほうと相当いろいろやりまして、どっちなんだということで、時期は３か月遅れる

けれども、長く続くものだから、この際いいほうへ乗り換えるということを急遽決めさ

せてもらったので、こういうことになりました。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 分かりました。ありがとうございます。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ほかはよろしかったでしょうか。 

〔挙手する者なし〕 

 それでは、御意見もないようですので、原案のとおり承認することに御異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」の声あり〕  

 では、原案のとおりといたします。 

 次は、議案第32号 可児市学校給食センター運営委員会委員の解嘱及び委嘱について

を議題といたします。 

○ 教育総務課長（石原雅行君） 議案第32号でございますが、生駒委員につきまして

は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第14条第６項の規定によりまして、自

己に直接の利害関係のある案件でございます。したがいまして、本件議事に参与でき

ないことになっておりますが、同項ただし書の規定によりまして、教育委員会の同意

があれば、会議に出席し、発言することができますので、取扱いにつきまして御審議

をお願いいたします。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ただいまの説明によりますが、教育委員さんの皆さんの同

意があれば、出席が可能ということでございます。 

 生駒委員に出席をしていただくことに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕  

 異議がないようですので、このまま議事を進めていきたいと思います。 

○ 学校給食センター所長（玉野貴裕君） 議案書３ページを御覧ください。 

 議案第32号 可児市学校給食センター運営委員会委員の解嘱及び委嘱について。 

 可児市学校給食センター運営委員会委員を下記のとおり解嘱及び委嘱する。令和２年
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９月30日提出、可児市教育長 篭橋義朗。 

 記、可児市学校給食センター運営委員会委員を次のとおり解嘱及び委嘱する。 

 解嘱委員、生駒隆昌委員でございます。解嘱理由は、教育委員の退任によるものでご

ざいます。解嘱日は令和２年９月30日です。 

 委嘱委員、長井知子さんです。住所は、可児市広見六丁目38番地。委嘱理由について

は、教育委員就任でございます。これによりまして、委嘱の期間は、前任の生駒委員の

残任期間であります令和２年10月１日から令和３年３月31日でございます。以上です。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ただいまの説明に御質問、御意見ありますでしょうか。 

〔挙手する者なし〕 

 ないようですので、原案のとおりとすることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕  

 それでは、原案のとおりといたします。 

 次に、議案第33号 可児市教育委員会いじめ重大事態調査委員会規則の制定について

を議題といたします。 

○ 教育総務課長（石原雅行君） 議案書４ページを御覧ください。 

 議案第33号 可児市教育委員会いじめ重大事態調査委員会規則の制定について。 

 可児市教育委員会いじめ重大事態調査委員会規則を次のとおり制定する。令和２年９

月30日提出、可児市教育長 篭橋義朗。 

 記１．制定理由、可児市子どものいじめの防止に関する条例（平成24年可児市条例第

23号）の一部改正により、いじめ防止対策推進法第28条第１項に規定する重大事態が発

生した際の教育委員会の調査組織として設置する「いじめ重大事態調査委員会」の組織

及び運営について必要な事項を定めるため、可児市教育委員会いじめ重大事態調査委員

会規則を制定する。 

 ２．制定内容、主なものです。第２条、委員長及び副委員長。第３条、補助員の選任。

第４条、調査委員会の会議。第５条、調査結果等の報告。 

 ３．施行日、令和２年10月１日。 

 ４．制定文ですが、以下のとおりです。 

 いじめ重大事態調査委員会の組織の運営について、第７条まで必要な事項を定めてい

ます。 

 主な点を説明させていただきます。 

 まず、委員は条例で６名以内と記してありますが、第２条では委員長と副委員長につ

いて定めています。 

 第３条は、委員以外に補助員を選任することができるとしています。例えば、案件に

よって弁護士が１人では難しいような場合に、弁護士を補助する人を選任するというよ

うな場合を想定しています。 

 第４条には、会議について記してあります。原則、会議は委員の過半数が出席し、議

事は出席した委員の過半数で決まることや、議長は委員長が行う、会議は非公開で行う

などの、会議運営方法を定めています。第７項には、委員長は、重大事態の内容、調査

委員会の会議の内容その他の状況を勘案して適当と認めるときは、書面による回議によ

り、調査委員会の会議とすることができることとしています。 
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 第５条には、調査委員会は調査の進捗状況、結果などについて遅延なく教育委員会に

報告することになっています。調査があった場合は、この教育委員会会議で報告させて

いただくことになります。以上です。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ただいまの説明について、御意見、御質問ございますでし

ょうか。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 今、６名というふうに説明の中でありましたが、当然こ

の調査委員を置くに当たって、大体どういったメンバーの方で構成する予定になって

いますか。 

○ 教育総務課長（石原雅行君） 条例で定めていますが弁護士、福祉・心理の専門家

ということで、社会福祉士、それから臨床心理士、精神科の医者、あとは学校心理士

と学識経験者（大学教授）で６名の予定です。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ほかはよろしかったでしょうか。 

〔挙手する者なし〕 

 それでは、ないようですので、この件については原案のとおりとすることに御異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕  

 異議がないようですので、原案のとおりといたします。 

 

報告事項 

○ 教育長（篭橋義朗君） 次に報告事項、可児市中学生期におけるスポーツ活動及び

文化活動に関わる指針（案）についてを報告してもらいます。 

○ 教育研究所指導主事（杉本和昭君） 可児市中学生期におけるスポーツ活動及び文

化活動に関わる指針（案）について説明させていただきます。 

 平成30年に、スポーツ庁・文化庁から運動部活動の在り方に関する総合的なガイドラ

イン、文化部活動の在り方に関する総合的なガイドラインが策定されました。また、岐

阜県からは、平成31年に岐阜県中学校部活動指針が策定されました。 

 可児市では、その内容を踏まえて、生徒の主体性を尊重し、参加の効果を一層高める

ための運営の在り方、バランスの取れた生活や成長のための管理に関わる活動基準を示

すとともに、学校や地域の実態に応じた適切な指導体制の在り方について協議し、可児

市中学生期におけるスポーツ活動及び文化活動に関わる指針（案）を作成しました。 

 よりよい指針にするために、可児市文化スポーツ課、可児市体育連盟、可児市教育委

員会で協議を重ねてまいりました。また、中学校の部活担当及び顧問にもこの指針

（案）を見ていただき、現場の声を参考にし、この指針（案）にまとめました。 

 この指針（案）の運用が始まることにより、今までと大きく変わる点が３つあります。 

 １つ目は、部活動や保護者クラブ等で技術指導をしていた外部指導者、社会人指導者

を可児市地域スポーツ・文化育成員として位置づけ、生徒の要望に応える活動環境を整

えていくという点です。 

 ２つ目は、保護者クラブ活動の指導を希望する教員は、可児市地域スポーツ・文化育

成員に登録し、指導を行うことができるようになるという点です。 

 ３つ目は、保護者クラブとしての活動の場合は、有料であった地区センターや体育館
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等の施設が、減免申請をして利用できるようになるという点です。 

 昨年９月より中学校では朝練習がなくなり、もっと活動したいという声も聞こえるよ

うになりました。地区センター等で減免で使用できたり、地域の人材を育成員として活

用したりすることにより、もっと活動したいという生徒たちのニーズに応えていけるよ

うになります。また、もっと自分の指導力を発揮したいと考えている教員も活用してい

くことができるようになります。 

 可児市地域スポーツ・文化育成員に登録した指導者については、年１回の指導者講習

会を受けることが義務づけられます。そのことにより、勝利至上主義になりやすい指導

者に対して抑制をかけ、バランスの取れた健全な活動を推し進めていくことができると

考えています。 

 ９月１日に、文部科学省より学校の働き方改革を踏まえた部活動改革についてが発表

されました。その中で、部活動における教師の負担軽減に加え、部活動の指導等に意欲

を有する地域人材の協力を得て、生徒にとって望ましい部活動の実現を図ると明記され

ました。 

 また、部活動の設置・運営は、法令上の義務として求められるものでなく、必ずしも

教員が担う必要のない業務と位置づけられると明記されました。実際学校現場において、

部活動は長時間勤務の原因であることや、指導経験のない教員には大きな負担になって

いると言われています。この指針を運用することにより、地域人材の協力を得て、生徒

にとって望ましい部活動の実現や、学校の働き方改革も考慮した部活動改革への推進へ

とつながっていくと考えています。 

 現在、来春１月からの指針を運用するに当たり、保護者クラブへの通達方法や、可児

市地域スポーツ・文化育成員の運営方法を協議しているところです。今後、国の動向に

よって様々な改革がなされていくと思いますが、国の動向に合わせ、生徒たちにとって

望ましい活動環境となるように、さらに準備を進めていきたいと思っております。以上

です。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ただいま説明していただきました。 

 御質問等があればお願いしたいと思います。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 今の説明を聞くと、あくまでも部活動という認識でいい

のかなというふうには思いますし、あと、そういったクラブ活動員とかを入れると、

クラブチームとは全く違うという感覚でいいんですよね。もちろん中体連とか、スポ

ーツに関してはそういった大きな大会があるので、そういった大会も踏まえて、あく

までも今このものを見るというのは、指導体制が変わるというだけで、本質的な部分

は学校の部活動という認識で大丈夫ですよね。 

○ 教育研究所指導主事（杉本和昭君） 指針のほうにも分類させていただきましたが、

中学生の子による活動の場というのが、１つ、学校での部活動、２つ目、学校管理外

による保護者らの手によるクラブ活動、あと３つ目が、可児市全体としての地域のス

ポーツ活動・文化活動というのを想定しております。指導体制が充実するというのと、

あとは今までの流れを大事にしながら、より生徒のニーズに応えるような方向へ持っ

ていきたいと思っております。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ちょうど９月の初めに、文科省が、部活について学校がや
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る必要性はないということで、再来年から全国レベルで導入していきますよというこ

とを言いましたけれども、それの先行事例に私たちは偶然にもなってしまうというこ

とで、ちょうどその考え方が、今までの部活の時間の削減とか、朝練習なしとかいう

ことを可児市はやってきましたけれども、それを取りまとめてつくったものが文科省

と同じような結果になっていますので、先行的にはスタートしていくということです。 

 思いとしては、やりたい子供にはやらせたい。でも、できない教師は無理やりやらな

くてもいいよ。その代わり、場所代は役所が見ますよという、簡単に言うと、そういう

ことでありますので、今後は、残ったものは、あと地域でどうやって組織化して指導者

を募っていくかということなのかなあというふうに思っています。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） そういう考え方になってくると、今の先ほど僕がお尋ね

した部活動かという話になると、それはもう部活動ではなくなってしまっているんじ

ゃないかなというふうに、好きな子はやる、好きじゃない苦手な子はやらないという

ことになってくると、学校現場での今までやってきた部活動とはちょっとやっぱり違

った方向性というか、行き先というかにはなってきているのかなと今の説明を聞いて

思いました。 

 それが、文科省が言うように、今後いいことなのかどうなのかということは別問題で、

そもそも部活動というのは子供たちの体力づくりの場でもあるし、そういった精神面だ

けじゃない、肉体面も鍛えるという部分で行ってきたことを、そういう自分たちでチョ

イスできるような形にしていくということになっていくのかなというふうに認識はして

おりますが、これが将来的にいいことなのかどうなのかは、今後教育委員会のほうで考

えていく必要があるのかなというふうには、ちょっと今のところ思ったところですが、

どうでしょうか。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 今の言われている部活動についても、強制参加じゃないの

で、今は自由参加なんですよ。学校の対応としては、ほぼ変わらずです。指導者が代

わっていくかもしれませんけれども、子供たちにとっては今までと変わらないし、学

校としての奨励をしていく、部活をやりましょうという奨励は当然していくことにな

っていますので、どっちでもやりたい子だけ集まりなさいということにはならないと

思っていますけれども。 

 学校の対応としては、大きくは変わらないよね、子供に対する。 

○ 教育研究所指導主事（杉本和昭君） はい、そう考えております。ただ、今後の国

の動向によっては、少し変化をしていくかなと思っております。 

○ 教育長（篭橋義朗君） それは、それこそ中体連自体が、それによってちょっと変

質していく可能性は十分考えられるので、今我々の周りにある中体連はまだ変わって

いないので、我々もそんなに変わることはできないのかなと。 

○ 教育委員（小栗照代君） 外部指導者はボランティアなんですか。 

○ 教育長（篭橋義朗君） はい。原則ボランティアです。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 先ほど、学校側からとしては変わりはない、先生方とか、

指導者という形には変わらないというんですけど、生徒から見れば、明らかにこれは

自由化を進めるというような認識になってしまうので、そこはもちろん学校側として

も部活に入ることは推奨していただくんやけれども、そこら辺のことを、それはクラ
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ブとか指導者が言うんじゃなくて、学校側として教育現場として、子供たちにやっぱ

りスポーツは大事やとか、部活動は大事やということをきちっと説明して、理解した

上での部活動の在り方を考えていったほうがいいのかなというふうな感じで、現場は

今までのスタイルと変わらないということですけど、やっぱり子供たちにとっては大

きく変わることだと思うので、実際今中学生なんかでも、体験入部とか、そういった

ものをした上で自分の入りたい部活を決めているというのが実情ですので、そういっ

たものが、選択、どちらでもいいよというのになってしまうと、それすらなくなって

しまったり、自分は何に適性があるのか、何をやろうとしているのかということもな

くなってしまうようなことでは、子供たちにとっては不利益になってしまうので、そ

こら辺のところだけはきちっとフォローというか、指導した上での部活動選びという

ことをしていっていただきたいなあと。 

 もちろん部活動で一旦入ったからといって、やめて他の部活動へ行ってもいいとか、

そういったことも今後は考えて、チョイスできるようなふうにするとか、体験入部の期

間を長くするとか、いろんなことを考えた上でのクラブ、部活動というふうな認識に、

子供たちには指導していっていただきたいと思います。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 学校教育課長、その辺の学校のスタンスというのは。まだ

これからなんだけど。 

○ 学校教育課長（今井竜生君） そうですね、選択はやっぱりできる、幅を持たせる

と思うんですけれども、ただ、生徒数がだんだん変わってくる中で、クラブの数もや

っぱり減ってくると思いますし、そこら辺は難しいところだと思いますけど。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 議論の中では、中学校にない部活、スポーツ、種目、ラグ

ビーとか、野球でも９人そろわないけど野球をやりたいとか、そういうニーズを埋め

るためには、まずはオール可児で考えないとできないし、もちろんスポーツ振興につ

いては、文化振興もそうなんだけど、可児市の体育連盟、それから文化スポーツ部、

この辺、スポーツを振興するための部署ですので、要するにジュニアを育てるのと、

学校部活の共同生活とか、上下関係の教育とか、そういうものを合成していますので、

スポーツを振興するために、ジュニアを育てるためにこれがあるという考え方になっ

ていくと思います。 

 なので、今後も教育委員会と体育連盟と文化スポーツ部は一つの会議体をもって、そ

れをケアしていこうというふうに考えています。 

 ほかはよろしかったでしょうか。 

〔挙手する者なし〕 

 それでは、ないようですので、説明のとおりのような方針で進めさせていただきます。

よろしくお願いします。 

 

各課所管事項 

○ 教育長（篭橋義朗君） では、各課の所管事項について。 

○ 事務局長（纐纈新吾君） それでは、９月議会の結果について報告をします。 

 まず一般質問では、義務教育に関連する質問が３件ありました。 

 １件目は、中野議員から、小・中学校のアスベスト建材の使用の有無、使用箇所の把
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握についてでございました。現在学校では、アスベストの飛散性が低くて、改修や解体

を行う際に適切な方法で処理していけばいい建材である非飛散性、飛びにくいアスベス

ト建材は使用しておりますが、使用箇所を把握して、適切に工事等を行っていると答弁

をしました。 

 それから、２件目は、渡辺議員からＳＤＧｓ、これは国連の持続可能な開発のための

国際目標ですけれども、そのＳＤＧｓを小・中学校でどのように学んでいるのかという

ことについての質問です。 

 これについては、既に人権とか環境問題の分野で、学校で学びを進めているところで

す。新しい学習指導要領の中に、このＳＤＧｓが位置づけられましたので、さらに学び

を深めていくといった答弁をしております。 

 ３件目は、松尾議員から、これからの教育現場が取り組むべき具体策について、幾つ

かの項目の質問をいただいています。その一つには、新型コロナウイルス対策として、

再度学校が休校になった場合のオンライン教育はどういう方針でいくのかについては、

既に４月や５月に行っていますけれども、学習に関する動画の作成・配信を行っており

ますが、そういったものをさらに充実させたりするなど、これまでの対応を継続し発展

させるということと併せて、双方向でのオンラインでの授業についても、部分的に導入

できるように進めていきたいと答弁しています。これは、すぐにできるものでもありま

せんので、今、教育研究所で研究を進めているところです。 

 ほかには、これから人口が減っていくので、少ない人数で社会を支える時代に必要と

なる人材の育成、そのための教育方針についても問われましたが、それについては本市

の教育大綱、それから今年度から始まっております第２期の教育振興基本計画に基づい

て、例えばコミュニケーション能力の活用などを進めながら、外国籍の児童生徒を含め

た全ての子供たちが、それぞれの目当てに向かって成長できるように、一人一人に寄り

添う教育を大切にしていくという答弁をしております。 

 そのほかにも、今コロナで大変な学校の先生への配慮等についても質問がありました

ので、今行っている、例えばスクールサポーターとか、通訳サポーターなどを増員して

いたりとか、それから消毒作業などを担うスクールサポートスタッフを新たに雇用する

計画があるとか、教材の面でいけば、指導者用のデジタル教科書の導入を始めるとか、

いろんな対策を取っているという答弁をしております。 

 次に、教育福祉委員会におきましては、ばら教室ＫＡＮＩの現状や、学校給食費の改

定などについて御報告をしたところです。 

 私からは以上です。 

○ 教育総務課長（石原雅行君） 先ほど丹羽委員から話のありました、８月27日の

今渡北小の水道の断水で９時20分に下校をするということになってしまったことについ

ては、多くの方に御迷惑をおかけして本当に申し訳ございませんでした。至らない点が

本当に多々あり、今後再発しないように努めていきたいと考えております。経緯等につ

いては、また後ほど総務係長から説明をさせていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

 あと１点、蘇南中学校の工事の進捗状況について報告させていただきます。 

 ６月30日には、教育委員さんに工事の代替教室を見ていただいたところですが、７月
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２日に、その代替教室の賃貸借の教室のほうに、２年生の８クラスが引っ越しをしまし

た。その後に、８月、そこのクラスのほうに１年生が入りまして、１年生の入っていた

ところに特別教室の資材を全部入れてあります。最初に特別教室から、８月に解体をし

まして、すぐに工事にかかりまして、今日１階の美術室と２階の理科室がほぼ完成し、

一時使用ということで今日検査をしたところです。おおむねオーケーということで、明

日には鍵を渡しまして、もう近日中には１階と２階、美術室、理科室は使用できるとい

う状況になっております。また引き続き工事は続いていきますが、まずは報告させてい

ただきます。以上です。 

○ 学校教育課長（今井竜生君） お願いします。 

 先ほどからも話がありましたが、修学旅行については教育長からお話があったとおり

です。小学校の校長会は、修学旅行を中止と決めました。それから、中学校校長会は、

県内または近隣の県への日帰り旅行ということで、多くの学校が三重県方面に決めてお

ります。保護者説明会をもって、費用であったりとか、それから日程の中身については

お話をさせていただくというふうに進めています。 

 それから、運動会、体育大会についても、例年どおりの行事はなかなかできないとい

うことで、今日もやるとかという学校もあったんですけど、学年に分かれて、学年の運

動会というか、体育発表会みたいな感じですけど、そういうのをやったりとか、違う形

で、例えば生徒会の子が中心になって、レクリエーション的なものをみんなでやって楽

しむであったりとか、そういうような企画を進めているところです。学校ごとに、それ

ぞれが工夫しながら取り組んでいるというような内容です。 

 先ほども話題になりましたが、９月12日・13日の広見小学校と旭小学校の児童の陽性

が判明したという件については、お話があったとおりなんですけれども、一回陽性の子

が出ると、結局そこの子がいたクラスの子たちが接触があったであろうということで、

その子たちがＰＣＲを受けることになっていったり、それから、その子が一緒に通って

いる分団の子たちも影響があったりとかということになります。中学校だと、部活があ

ると、部活のことも関係してくるんですけど、今回小学校だったので、分団の子と、そ

れから学級の子、それから学級の担任の先生のあたりがＰＣＲ検査を受けられました。 

 学校も幾つかすぐメールを流していくんですけど、まずは陽性が分かりましたという

ところ、それから接触のあたりが決まってくるので、少し時間を取るんですけど、保健

所がある程度、この人たちをやりましょうというふうに決めてもらったときに、これか

ら対象の人に電話をかけますよというメールを出しておいて、電話をかけ終わりました

よというメールを出して、一応ここまでで電話は終わったので、かかってこなかった人

はそこに関係はないです。それから、かかってきた人については、いついつ来てくださ

いねというようなふうに段階を追って知らせていくような形になります。 

 今回もドライブスルー方式という形で、グラウンドを使って、車が入ってきて、ほぼ

窓を開けないような状態で、そのときだけさっと開けて、やってもらって、すぐ帰って

いくというような形でやっております。 

 広見小学校のときは、ちょっと日を置いたんですけど、結果が出る前に。旭小学校の

ときは、もっと後に出るだろうと思ったのが、すっと早まったものですから、結局学校

再開も早まったということで、やっぱり保健所のほうの検査の結果体制、結果が出る時
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間であったりとか、件数によっていろいろな対応があったので、ちょっと日にちを設定

するのもなかなか難しかったなあというところがありました。 

 17日から両方とも学校再開をすることができたんですけれども、先ほど丹羽委員さん

からも蘇南中の例をお話しいただいたんですけど、やっぱり学校からも陽性の子たちに

対する配慮とか、心遣いは要るよということも投げかけていましたし、陽性の子に対す

るいじめだったりとか、悪口というのは聞いていませんし、その子たちも元気に今週か

ら学校に登校しているということを聞いていますので、その点では安心していますけど、

やっぱり陽性が判明しましたというときには、保護者の方は心配なので、うちの子は大

丈夫なのかというようなことで、いつ分かるんだとか、早く知らせてほしいとか、どう

いうようなことなんやというようなことが、学校にもこちらにも電話が入ったというよ

うなことはありましたので、そういう対応をしていました。 

 まだ９月にも、家族の中にＰＣＲの陽性が判明したので児童本人は自宅待機するとか

いうような事例が幾つか出てきていますので、まだまだ油断はできないなあというふう

に思っていますけど、先ほどもお話の中にあったように、ある程度どういうことをやっ

ていけば対応ができるかということが分かってきたので、その流れで校長会でもお知ら

せをしまして、それで学校側もパニックにならないように、慌てないように対応しよう

ねということで進めています。 

 それから最後です。９月16日から学校職員課による学校訪問が始まっておりまして、

今のところ９校なので、半分ちょっと超えました。９校の訪問をしています。学校職員

課というのは、人事に関わるところの課ですので、今度の年度末に人事異動される先生

方の様子であったりとか、それから新しく入られた先生方の様子を見るというのが中心

なので、そういう目で見ていくんですけれども、いつもだったら全員の学級を見せても

らうというふうにしているんですが、今回こういう事態もありまして、すごく絞って、

対象になる先生方の様子だけを見るというふうにしていますので、教育長とも話をして、

市教委としては、それだと一部の先生しか見ないことになってしまうので、やっぱり市

としてはどの先生も見たいねということで、またちょっと改めて日をつくったり、職員

課訪問があるときに、ちょっと時間を余分に取ってもらって、授業を見せてもらったり

するような形で、なるべく全員の授業が見られるように工夫しているところです。 

 様子を見てみると、中学校は本当に落ち着いた授業がどの学校でもなされていますの

で、そこは印象的でした。マスクをつけながらも、小集団での話合いをしたりとか、ペ

アで仲よく関わりを持った勉強をしたりとかということはできています。 

 それから、小学校もちょっとお休みがあったので、学習姿勢とかはどうかなというふ

うに思ったんですが、学校再開されてから、学習姿勢だとか、ルールについてもきちん

と指導されていることで、みんなが安心してみんなの前で発表したりとか、活動したり

する姿が見られるので、学校の様子としては安心しながら見ているところがあります。

いろいろ相談も受けながらやっているところです。 

 ただ、やっぱりふだんの量に加えての感染症対策というのがありますので、先生たち

も疲労しているところ、負担が大きいところは、どこの管理職に聞いても、やっぱりな

かなかつらいですということはおっしゃっています。計画をしても、それができなくて

やり直しやり直しというところがいっぱいあったので、そこに対しても、ちょっと難し
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かったなあというところがあるんですけど、何とか進めてくださっているということで

話を聞いています。 

 私からは以上です。ありがとうございました。 

○ 教育研究所主任指導主事（千葉智治君） お願いします。 

 10月・11月の行事の予定が載っておりますが、10月から小学校のほうで就学時健康診

断のほうが始まります。特別支援教育に関わって、小学校の入学時に個別の配慮が必要

かと思われる年長児が、例年よりもたくさんいるというのが今までの調査で分かってお

ります。学校のほうで、就学時健康診断そのものは進めていただくんですが、特にそう

いった支援が必要な子への配慮については、教育研究所のほうでも全面的にバックアッ

プしながら、その子たちの進路について一緒に考えていくという計画でおります。以上

です。 

○ 学校給食センター所長（玉野貴裕君） 特にはございません。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 以上、各課の報告でしたけれども、まとめて御意見、御質

問ありますか。 

○ 教育委員（生駒隆昌君） 学校教育課長に。 

 本当にコロナのことは大変みたいです。校長先生たちも先生方も本当に疲労されてい

るみたいで、家庭内感染というものが今非常に多い状態で、やっぱり西可児方面でいく

ならば、要は、愛知県のほうに両親とも働きに行かれている。そういった中での職場感

染とか、濃厚接触によって、お子さんがＰＣＲ検査を受けているという事案が多数ある

というふうに聞いております。それが徐々に増えてきているというようなことも聞いて

おりますので、今の人権の話になりますが、そういった受ける子は、当然学校を休んだ

り、行かない時期があったりするので、そういった子たちにもカウンセリングというか、

ケアができるような体制を取っていただきたいのと、そういった人権教育についても、

蘇南中のように、児童会もしくは生徒会の中で、子供たち同士の中で、そういったもの

を今後は続けていっていただけるような形をつくっていただけると非常にいいなあと思

いますし、本当にコロナというのは、手が届く、すぐそばのところにあるというのを子

供たちにも理解していただいて、そういった中での教育というのをこれから充実してい

ただけるとありがたいなというふうに思います。 

○ 教育長（篭橋義朗君） ほか、ありますか。 

〔挙手する者なし〕 

 それでは、特にないようですので、次に行きたいと思います。 

 

委員からの提案協議事項 

○ 教育長（篭橋義朗君） 各委員からの提案協議事項について、ございましたらお願

いしたいと思います。 

〔挙手する者なし〕 

 

その他 

○ 教育長（篭橋義朗君） ないようですので、その他に入ります。次回の日程につい

て。 
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○ 教育総務課長（石原雅行君） 次回の日程ですが、先月決めていただきました10月

19日月曜日午前９時から、市役所４階第３会議室でお願いいたします。なお、その日

ですが、会議終了後、教育政策会議、新年度予算の骨子について説明させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

 あと、その後ですが、こちらはメールのほうで連絡をさせていただいたんですが、議

会の教育福祉委員会のほうから、この日に、１時半からもし懇談ができればありがたい

なということの希望で来ておりますが、いかがですか。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 皆さんの御都合はいかがでしょうか。 

○ 教育委員（丹羽千明君） できましたら２時でどうでしょうか。 

○ 教育総務課長（石原雅行君） ２時で大丈夫ですか。 

 承知しました。では、議会のほうに２時ということで。テーマだけ確認しまして、ま

た連絡させていただきます。 

 それから11月の日程ですが、提案として、11月のちょっと早いんですが、９日月曜日

をと考えていますが、いかがでしょうか。 

〔「大丈夫です」の声あり〕  

〔発言する者あり〕 

 生駒さんの都合で月曜日ということにさせていただいておったんですが、もし希望が

あれば変更できます。 

○ 教育長（篭橋義朗君） 皆さん、そういう生活様式になっちゃったので。 

 じゃあ、９日ね。 

○ 教育総務課長（石原雅行君） では、９日午前９時からということでお願いいたし

ます。 

 案件は、教育委員会表彰における被表彰者の選考ということで、12月にすぐ表彰式が

ありますので、少し案内の関係で早めにやらせていただくということになります。以上

です。 

○ 教育長（篭橋義朗君） では、そういうことで予定をしていただきたいと思います。 

 予定ではここで休憩とします。 

（学校給食センター所長退席） 

休憩 午後３時14分  

再開 午後３時20分  

○ 教育長（篭橋義朗君） 会議を再開いたします。 

 

（以下非公開） 

（以上非公開） 

 

閉会の宣告 

○ 教育長（篭橋義朗君） それでは、今回の会議についてはこれにて終了といたしま

す。ありがとうございました。 

閉会 午後３時51分  

 


